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１
種
10
名
・
２
種
20
名
・
入
学
時
10
名

学
費
負
担
の
軽
減
に
よ
り
優
秀
な
学
生
を
安
定
確
保

　

18
歳
人
口
の
減
少
お
よ
び
歯
学
部
志
望
者
が
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
本
学
は
入
学
者
の
安
定
確
保
の
た
め
２
０
２
３
年
度
の
入
学
試
験

か
ら
入
試
制
度
を
改
変
し
、
特
待
生
制
度
を
大
幅
に
拡
充
す
る
。
学
費
優
遇
措

置
に
よ
っ
て
、
出
資
者
の
学
費
負
担
を
軽
減
し
、
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
か
ら

私
立
歯
学
部
を
断
念
し
て
き
た
多
く
の
受
験
生
に
対
し
て
、
歯
科
医
師
へ
の
道

の
扉
を
開
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
学
は
２
０
０
９
年
度
の
学
生
募
集
か

ら
、
特
待
生
制
度
を
全
国
の
歯
科
系
大
学
の

中
で
も
先
駆
け
て
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
特
待
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
本
学
の
特
待
生
選
考
試
験

は
、
共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜
入
試
で
本
学
が

指
定
す
る
３
教
科
（
英
語
、
数
学
、
理
科
）

の
成
績
お
よ
び
面
接
の
結
果
を
総
合
し
て
、

特
待
生
１
種
５
名
を
選
考
し
て
い
た
が
、

２
０
２
３
年
度
入
試
か
ら
は
、
特
待
生
の
募

集
人
数
を
大
幅
に
拡
大
。
共
通
テ
ス
ト
利
用

選
抜
入
試
に
お
け
る
成
績
上
位
者
30
名
を
特

待
生
と
し
、
成
績
に
応
じ
て
２
種
類
の
特
待

生
（
特
待
生
１
種
、
特
待
生
２
種
）
を
決
定

す
る
。

　
　

選
考
試
験
の
面
接
を
な
く
し
て
、
共
通

テ
ス
ト
利
用
選
抜
入
試
に
出
願
す
る
だ
け
で

合
否
が
決
定
す
る
た
め
、
多
く
の
出
願
が
期

待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
総
合
型
選
抜
（
Ⅰ
期
・
Ⅱ

期
）、
学
校
推
薦
型
選
抜
（
公
募
制
・

指
定
校
）、
校
友
子
女
選
抜
の
各
入

試
に
お
け
る
合
格
者
も
、
特
待
生
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
。

●
特
待
生
１
種

　

特
待
生
１
種
は
こ
れ
ま
で
の
５
名

か
ら
10
名
に
拡
大
す
る
。

　

特
待
生
１
種
に
選
ば
れ
た
者
に

は
、
返
済
義
務
の
な
い
給
付
型
奨
学

金
（
入
学
時
２
９
８
万
円
、
第
２

～
６
学
年
２
５
０
万
円
）
を
支
給

し
、
こ
れ
に
よ
り
在
学
中
の
授
業
料

が
毎
年
度
70
万
円
、
６
年
間
で
は

４
２
０
万
円
に
減
免
さ
れ
る
。

　

入
学
金
お
よ
び
諸
納
付
金
（
学
生

共
済
費
）
等
を
入
れ
て
も
６
年
間
の

学
納
金
の
総
額
は
６
８
８
万
円
で
、

他
の
歯
科
系
大
学
が
採
用
し
て
い
る

特
待
生
制
度
の
学
費
優
遇
措
置
に
比

較
し
て
も
は
る
か
に
軽
負
担
で
あ
る
。

●
特
待
生
２
種

　

さ
ら
に
特
待
生
２
種
を
設
け
、
特

待
生
１
種
に
次
ぐ
成
績
優
秀
者
20
名

を
選
考
す
る
。

　

特
待
生
２
種
の
場
合
は
、
返
済
義

務
の
な
い
給
付
型
奨
学
金
（
入
学

時
１
９
８
万
円
、
第
２
～
６
学
年

２
５
０
万
円
）
が
支
給
さ
れ
、
実
質

の
授
業
料
は
毎
年
度
１
７
０
万
円
、

６
年
間
で
は
１
０
２
０
万
円
に
な
る
。

●
入
学
時
特
待
生

　

入
学
時
特
待
生
は
、
２
０
２
３
年

度
入
試
か
ら
は
一
般
選
抜
の
受
験
者

の
中
か
ら
選
考
す
る
。
一
般
選
抜
に

お
け
る
成
績
優
秀
者
10
名
を
入
学
時

特
待
生
と
し
、
入
学
時
の
１
年
間
に

限
り
、
初
年
度
授
業
料
を
特
待
生
１

種
と
同
様
に
70
万
円
と
す
る
。

　

一
般
選
抜
の
試
験
日
は
、
Ⅰ
期
が

２
月
１
日
（
水
）
と
２
日
（
木
）。

両
日
の
う
ち
ど
ち
ら
か
希
望
す
る
試

験
日
を
選
択
で
き
る
。
も
し
く
は
両

日
と
も
受
験
が
可
能
で
、
そ
の
場
合

2023年度の学生募集要項
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•
•

は
い
ず
れ
か
高
得
点
の
成
績
を
合
否

判
定
に
用
い
る
。
２
日
間
受
験
す
る

場
合
は
、、
２
日
目
の
入
学
検
定
料

は
免
除
さ
れ
る
。

　

試
験
科
目
は
、
英
語
、
選
択
科
目

（
数
学
・
理
科
の
う
ち
か
ら
１
科
目

を
選
択
）、
小
論
文
と
面
接
。
Ⅱ
期

の
試
験
日
は
２
月
23
日
（
木
・
祝
）。

Ⅲ
期
は
３
月
16
日
（
木
）
で
、
Ⅲ
期

の
試
験
科
目
は
英
語
も
選
択
科
目
に

含
ま
れ
る
た
め
、
自
分
の
得
意
な
１

科
目
の
み
で
受
験
で
き
る
。

　

一
般
選
抜
と
共
通
テ
ス
ト
利
用
選

抜
入
試
の
同
時
出
願
も
で
き
る
の

で
、
特
待
生
に
選
ば
れ
る
可
能
性
は

さ
ら
に
広
が
る
。

●
学
業
特
待
生

　

学
業
特
待
生
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
各
学
年
（
第
１
～
５
学
年
）
に

お
い
て
学
業
成
績
お
よ
び
人
物
に
優

れ
た
者
５
名（
特
待
生
１
種
は
除
く
）

に
対
し
て
、
翌
年
度
授
業
料
を
１
年

間
に
限
り
70
万
円
と
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
入
学
時
に
特
待
生

に
選
ば
れ
な
か
っ
た
学
生
で
も
、
入

学
後
の
努
力
次
第
で
特
待
生
１
種
と

同
様
に
授
業
料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

以
上
の
特
待
生
制
度
を
募
集
要
項

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
体
験
入
学
や
個

別
進
学
相
談
会
等
で
周
知
し
、
大
勢

の
受
験
生
獲
得
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

２
０
２
３
年
度
入
試
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
入
試
広
報
室
（
電
話

０
２
６
３
・
54
・
３
２
１
０
）
へ
。

特待生制度による授業料減免

●共通テスト利用選抜の成績上位者 30名を「特待生」とします。

特待生１種 年額70万円
6 年間
授業料 420万円 10名

特待生２種 年額170万円
6 年間
授業料１,020万円 20名

●一般選抜における成績優秀者 10名
入学時の授業料を減免します。

●各学年で学業成績が優れた者５名
翌年度の授業料を減免します。

入学時特待生
翌年度授業料

70万円 学業特待生
翌年度授業料

70万円

教　科 科　　目 配　点

外国語 「英語（リーディング・リスニング）」 100点

数　学 「数学Ⅰ・数学A」「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学B」から1科目 100点

理　科
「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」から2科目、または

「物理」「化学」「生物」から1科目
100点

特待生制度の拡充で多くの優れた歯科医療人を育成する

共通テスト利用選抜で本学が指定する教科・科目
　

本
学
の
近
年
の
歯
科
医
師
国
家

試
験
の
合
格
率
は
飛
躍
的
に
向
上

し
、
常
に
上
位
を
維
持
し
て
い
る
。

第
１
１
４
回
歯
科
医
師
国
家
試
験

（
２
０
２
１
年
）
の
本
学
の
新
卒
受

験
者
の
合
格
率
は
95
・
４

％
。
全
国
の
国
公
私
立
29

歯
科
系
大
学
中
、
第
２
位

に
躍
進
し
た
。
１
位
の
東

京
歯
科
大
学
と
は
わ
ず

か
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
僅

差
で
あ
っ
た
。
続
く
第

１
１
５
回
歯
科
医
師
国
家

試
験
（
２
０
２
２
年
）
に

お
い
て
は
、
新
卒
者
合
格

率
は
90
・
４
％
で
、
２
年

連
続
全
国
第
２
位
の
快
挙

と
な
り
、
合
格
者
数
も
75

名
に
増
え
た
。
既
卒
受
験

者
を
含
め
た
全
体
の
合
格

率
も
72
・
５
％
と
、
他
大

学
と
比
較
し
て
好
成
績
を

収
め
て
い
る
。

　

飛
躍
の
背
景
に
は
、
い
ち
早
い
特

待
生
制
度
の
導
入
、
ウ
イ
ー
ク
リ
ー

テ
ス
ト
の
実
施
、
毎
週
決
ま
っ
た
時

間
に
教
授
が
学
生
の
質
問
に
答
え
る

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
置
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
は
じ
め
と
す
る
徹
底
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

よ
る
対
面
授
業
の
早
期
開
始
、
学
生

ラ
ウ
ン
ジ
や
自
習
室
な
ど
充
実
し
た

学
習
環
境
、
教
員
た
ち
の
懇
切
丁
寧

な
指
導
、
蒼
穹
会
・
校
友
会
に
よ
る

学
習
支
援
な
ど
、
多
く
の
要
因
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

非
常
勤
講
師
と
し
て
本
学
の
授
業

の
特
別
講
義
に
来
ら
れ
る
他
大
学
の

先
生
方
か
ら
は
「
授
業
に
対
し
て
学

生
全
員
が
真
摯
な
態
度
で
臨
ん
で
い

る
」と
高
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

歯
科
医
師
国
家
試
験
に
お
け
る
実

力
躍
進
と
、
そ
れ
を
支
え
る
本
学
な

ら
で
は
の
教
育
体
制
も
、
２
０
２
３

年
度
学
生
募
集
の
大
き
な
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

特
待
生
制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
に

よ
っ
て
、
歯
科
医
師
を
志
す
学
生
を

多
く
受
け
入
れ
、
創
立
者
・
矢
ヶ
﨑

康
先
生
が
掲
げ
ら
れ
た
「
良
き
歯
科

医
師
は
良
き
人
間
た
れ
」
と
い
う
教

育
方
針
に
基
づ
き
、
学
識
・
技
量
・

人
格
に
秀
で
た
歯
科
医
師
を
育
成
し

て
い
く
。

歯
科
医
療
の
道
を
志
す
学
生
を
多
く
受
け
入
れ

社
会
に
貢
献
で
き
る
良
き
歯
科
医
師
を
育
成
す
る

特待生制度を大幅拡充２０２３年度入試
学 生 募 集



　

５
月
22
日
、
米
国
の
バ
イ
デ
ン
大

統
領
が
就
任
後
初
め
て
日
本
に
や
っ

て
き
た
。
迎
賓
館
で
日
米
首
脳
会
談

を
行
い
、
共
同
会
見
で
は
連
携
の
強

さ
が
強
調
さ
れ
た
。

　

24
日
に
は
、
日
米
豪
印
首
脳
会
合

（
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

ち
ら
も
、
就
任
直
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ー
ジ
ー
首
相
や
、 

ロ
シ
ア
や
中
国
と
の
関
係
で
複
雑
な

立
場
に
あ
る
イ
ン
ド
か
ら
モ
デ
ィ
首

相
が
出
席
し
た
こ
と
で
世
界
中
か
ら

大
き
く
注
目
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
中

で
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
」
の
実
現
に
向
け
て
会
合
を
ま

と
め
た
岸
田
文
雄
首
相
の
外
交
力
へ

の
評
価
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
と

思
う
。

　

前
回
の
連
載
で
も
触
れ
た
が
、
岸

田
外
交
が
こ
れ
だ
け
快
調
な
の
は
、

岸
田
首
相
が
外
相
を
長
く
務
め
た
経

験
か
ら
、
首
相
官
邸
と
外
務
省
と
の

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
な
こ
と
が
大
き

い
。
た
だ
、
首
脳
同
士
の
人
間
関
係

を
深
め
る
に
は
、
首
相
自
身
の
セ
ン

ス
が
カ
ギ
を
握
る
。
だ
か
ら
私
は
、

首
脳
外
交
の
現
場
で
は
、
会
談
そ
の

も
の
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
お

も
て
な
し
」
の
部
分
に
も
注
目
し
て

い
る
。

　

私
が
小
泉
純
一
郎
内
閣
で
首
席
秘

書
官
を
務
め
た
と
き
は
、
会
談
相
手

の
首
脳
の
好
み
を
徹
底
的
に
調
べ
上

げ
た
。
当
時
の
米
国
大
統
領
だ
っ
た

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
に
必
勝
祈
願
の
た
め
、

明
治
神
宮
の
破
魔
矢
を
飾
っ
て
い
る

と
の
情
報
を
入
手
し
た
私
は
、
破
魔

矢
と
対
に
な
る
大
日
本
弓
馬
会
の
弓

と
鏑
矢
を
お
土
産
に
用
意
し
た
。
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
は
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
て
、
入
念
な
下
調
べ
を
し
て
よ
か

っ
た
と
思
う
。

　

今
回
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
来
日

で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
夕
食
会
の

デ
ザ
ー
ト
に
宮
城
県
名
取
市
の
「
ジ

ェ
ラ
テ
リ
ア  

ナ
チ
ュ
リ
ノ
」
か
ら

取
り
寄
せ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
３
種
が
採

用
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　

大
統
領
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
好
き

で
知
ら
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
東
日
本
大
震
災
で
米
軍
が
救
援

活
動
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
を
展
開
し

た
際
、
副
大
統
領
だ
っ
た
バ
イ
デ
ン

大
統
領
が
仙
台
空
港
や
、
名
取
市
内

の
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
う
し
た
縁
の
あ
る
土
地
の
も

の
を
取
り
寄
せ
た
と
い
う
。

　

今
回
は
、「
和
」
の
趣
向
に
も
こ

だ
わ
っ
た
。
夕
食
会
の
会
場
に
は
、

日
本
庭
園
が
有
名
な
「
八
芳
園
」
を

選
び
、
食
事
の
前
に
は
岸
田
首
相

の
裕
子
夫
人
が
茶
道
の
お
点
前
を
披

露
。
茶
室
の
掛
け
軸
「
千
里
同
風
」

は
、「
遠
く
離
れ
て
い
て
も
心
は
通

じ
合
う
」
と
い
う
意
味
で
、
素
敵
な

演
出
だ
と
思
っ
た
。

　

首
脳
同
士
の
つ
き
あ
い
に
限
ら
な

い
が
、
外
交
は
お
金
を
か
け
れ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
相
手
を

も
て
な
す
と
い
う
こ
と
は
、「
あ
な

た
の
こ
と
を
こ
れ
だ
け
真
剣
に
考
え

て
い
ま
す
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
外
遊
中

に
訪
問
し
た
英
国
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首

相
へ
の
お
土
産
は
、
福
島
県
産
の
フ

ル
ー
ツ
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
４
種
セ
ッ
ト

だ
っ
た
。
実
は
、
３
月
に
ベ
ル
ギ
ー

で
行
わ
れ
た
日
英
首
脳
会
談
の
と
き

に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
が
福
島
県
産

の
か
り
ん
と
う
を
持
参
し
て
岸
田
首

相
と
一
緒
に
食
べ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
そ
の
か
り

ん
と
う
が
お
気
に
入
り
で
、「
フ
ク

シ
マ
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
と
呼
ん
で
絶

賛
し
て
い
た
。

　

英
国
の
首
相
が
わ
ざ
わ
ざ
日
本
の

お
菓
子
お
土
産
に
持
っ
て
き
た
の

は
、英
国
で
は
東
日
本
大
震
災
以
来
、

長
く
続
い
て
き
た
日
本
産
食
品
へ
の

放
射
性
物
質
輸
入
規
制
の
撤
廃
に
向

け
た
手
続
き
が
進
ん
で
い
る
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
っ
た
か
ら
だ
。
首
脳
会
談
の

場
で
は
、
手
土
産
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
５

月
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
そ
の
お
返
し

と
も
い
え
る
も
の
。
福
島
市
の
菱
沼

農
園
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
、
り
ん

ご
と
桃
の
果
汁
を
煮
詰
め
た
特
製
シ

ロ
ッ
プ
と
バ
タ
ー
で
つ
く
っ
た
キ
ャ

ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
が
絡
ま
っ
て
い
る
新

感
覚
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
だ
と
い
う
。

会
談
で
は
両
首
相
が
「
も
も
蜜
×
コ

コ
ナ
ッ
ツ
味
」
と
「
も
も
蜜
×
ブ
ラ

ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
味
」
の
２
種
類
を
試

食
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
か
な

り
満
足
そ
う
で
、
彼
の
場
合
は
、
外

交
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
以

上
に
、
甘
い
も
の
が
好
き
な
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
外
相
時
代

か
ら
福
島
の
桃
に
関
心
が
あ
り
、

２
０
１
７
年
に
は
当
時
の
河
野
太
郎

外
相
が
差
し
入
れ
た
桃
の
缶
ジ
ュ
ー

ス
を
美
味
し
そ
う
に
飲
み
干
し
て
い

た
。
次
は
ぜ
ひ
、
桃
の
美
味
し
い
季

節
を
狙
っ
て
訪
日
し
て
ほ
し
い
。
あ

れ
ほ
ど
食
べ
や
す
く
、
甘
く
て
美
味

し
い
果
物
は
世
界
で
も
な
か
な
か
な

い
と
思
う
。

福島県産ポップコーンを味わう日英の首相

　

か
つ
て
は
本
学
に
も
山
岳
部
が
存

在
し
て
い
た
が
、
新
入
部
員
ゼ
ロ
が

続
い
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
北
ア

ル
プ
ス
の
秀
峰
が
手
近
に
聳
え
て
い

る
の
に
残
念
な
こ
と
だ
。

　

よ
り
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

が
人
気
を
集
め
る
時
代
に
、
重
た
い

ザ
ッ
ク
を
担
い
で
汗
だ
く
で
坂
道
を

登
る
な
ん
て
…
と
、
敬
遠
し
た
く
な

る
気
持
ち
は
分
か
る
が
、
信
州
高
原

の
学
び
舎
で
青
春
時
代
を
過
ご
す
こ

と
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
学
生
諸
君

も
一
度
は
高
嶺
に
吹
く
風
の

さ
わ
や
か
さ
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
。

　

夏
の
ア
ル
プ
ス
の
魅
力
は

実
に
す
ば
ら
し
い
も
の
な
の

だ
。
豊
富
な
残
雪
と
緑
の
ハ

イ
マ
ツ
、
そ
し
て
色
と
り
ど

り
の
高
山
植
物
の
お
花
畑

な
ど
、
ま
さ
し
く
雲
上
の

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
な
る
。

　

筆
者
が
東
京
医
科
歯
科

大
学
山
岳
部
に
所
属
し
て

い
た
時
代
と
は
異
な
っ
て
、

今
や
容
易
に
高
山
の
風
情
を

楽
し
め
る
行
楽
地
が
い
く
つ

も
生
れ
て
い
る
の
は
幸
い
な
こ
と
だ
。

　

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
よ
う
。

　

五
竜
岳
か
ら
延
び
る
遠
見
尾
根
に

あ
る
白
馬
五
竜
高
山
植
物
園
は
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
青
い
ケ
シ
や
コ
マ
ク
サ
な
ど

で
有
名
で
、
標
高
１
５
１
５
ｍ
ま
で

テ
レ
キ
ャ
ビ
ン
で
上
れ
る
。

　

北
隣
り
の
唐
松
岳
か
ら
延
び
る
八

方
尾
根
な
ら
ば
、
１
８
３
０
ｍ
ま
で

ゴ
ン
ド
ラ
と
リ
フ
ト
が
利
用
で
き
る
。

　

さ
ら
に
北
へ
進
め
ば
、
栂
池
高
原

に
も
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
少
し

歩
け
ば
栂
池
自
然
園
の
高
山
植
物
が

楽
し
め
る
。

　

八
方
尾
根
や
栂
池
は
、
本
来
は
雪

の
季
節
の
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
と
し
て

開
発
さ
れ
た
の
だ
が
、
花
の
季
節
や

紅
葉
の
時
期
も
す
て
き
な
名
勝
地
で

あ
る
。

　

北
ア
ル
プ
ス
以
外
で
は
、
中
央
ア

ル
プ
ス
駒
ヶ
岳
の
千
畳
敷
カ
ー
ル
を

お
勧
め
し
た
い
。
駒
ケ
根
市
の
菅
野

台
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
車
を

置
き
、
バ
ス
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
乗

り
継
げ
ば
、
２
６
１
２
ｍ
の
千
畳
敷

カ
ー
ル
に
建
つ
千
畳
敷
ホ
テ
ル
ま
で

運
び
上
げ
て
く
れ
る
。

　

御
岳
に
も
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ

る
。
ア
ク
セ
ス
は
や
や
不
便
だ
が
、

標
高
１
５
７
０
ｍ
の
山
麓
駅
か
ら

２
１
５
０
ｍ
の
山
頂
駅
ま
で
運
行

し
、小
さ
い
が
高
山
植
物
園
も
あ
る
。

　

八
方
山
荘
や
千
畳
敷
ホ
テ
ル
な
ど

に
宿
泊
す
る
な
ら
ば
、
高
山
の
夜
空

や
雲
海
か
ら
の
ご
来
光
が
忘
れ
得

ぬ
思
い
出
と
な
る
だ
ろ
う
。
筆
者
は

「
一
万
尺
（
３
０
０
０
ｍ
）

で
テ
ン
ト
を
張
れ
ば
、
星

の
ラ
ン
プ
に
手
が
届
く
」

と
い
う
唄
の
文
句
を
槍
ヶ

岳
の
稜
線
で
実
体
験
し
た

こ
と
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
切
な
注

意
事
項
が
あ
る
。
高
山
植

物
園
や
栂
池
自
然
園
、
あ

る
い
は
上
高
地
公
園
な
ど

の
整
備
さ
れ
た
園
地
の
中

な
ら
心
配
は
な
い
が
、
う

か
つ
に
登
山
道
に
入
っ
て

は
な
ら
な
い
。
３
０
０
０

ｍ
級
の
山
の
稜
線
は
低
山

ハ
イ
キ
ン
グ
の
常
識
が
通
用
す
る
世

界
で
は
な
い
か
ら
だ
。
一
歩
誤
れ
ば

墜
落
死
や
滑
落
死
が
待
っ
て
い
る

し
、
天
候
が
急
変
す
れ
ば
真
夏
で
も

凍
死
者
が
出
て
い
る
「
極
地
」
な
の

で
あ
る
。

　

山
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
る
の
は

結
構
な
こ
と
だ
が
、
然
る
べ
き
リ
ー

ダ
ー
の
下
で
の
訓
練
で
基
本
的
な
登

山
技
術
を
身
に
付
け
て
い
な
い
限

り
、
ア
ル
プ
ス
に
は
危
険
が
一
杯
な

の
だ
。
と
く
に
初
心
者
の
単
独
行
は

自
殺
行
為
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

本
格
的
な
登
山
を
志
す
な
ら
、
学

内
に
も
経
験
者
は
少
な
く
な
い
か

ら
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し
い
。
筆
者

も
喜
ん
で
お
相
手
し
よ
う
。

夏には山に行こう

　

昨
年
に
続
き
、
衛
生
学
院
生
に
よ

る
農
業
体
験
に
、
今
年
も
希
望
す
る

衛
生
士
学
科
在
籍
の
１
年
生
か
ら
３

年
生
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
学

職
員
と
共
に
一
丸
と
な
り
、
松
本
歯

科
大
学
が
管
理
す
る
広
さ
１
５
０
０

㎡
の
畑
で
「
さ
つ
ま
芋
」
の
植
え
付

け
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

６
月
梅
雨
入
り
後
で
し
た
が
、
当

日
は
ま
ず
ま
ず
の
畑
仕
事
日
和
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
、「
紅
は
る
か
・

紅
あ
ず
ま
・
安
納
芋
」
合
わ
せ
て
１

２
０
０
本
の
苗
植
え
作
業
で
す
。

　

マ
ル
チ
張
り
機
に
よ
り
張
ら
れ
た

シ
ー
ト
12
本
の
畝
へ
各
担
当
３
人
一

組
で
４
班
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
。
初

参
加
の
１
年
生
も
仕
事
内
容
に
慣
れ

る
と
ス
ピ
ー
ド
も
増
し
、
全
員
が
丁

寧
な
手
作
業
で
予
定
ど
お
り
に
植
え

付
け
は
終
了
し
ま
し
た
。
皆
笑
顔
で

労
を
ね
ぎ
ら
い
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
達
成
し
た
充
実
感
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

10
月
末
頃
に
は
収
穫
、
自
分
た
ち

の
手
を
か
け
た
「
さ
つ
ま
芋
」
を
美

味
し
く
食
べ
る
日
を
待
ち
ま
す
。
日

本
ス
コ
ラ
売
店
、
学
生
食
堂
、
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
中
国
レ
ス

ト
ラ
ン
に
て
皆
様
に
も
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

（
日
本
ス
コ
ラ
株
式
会
社　

神
谷
健
太
郎
）衛生学院生が農業体験

第３学年口腔生化学Ⅱ

大阪大学・審良静雄先生が
「自然免疫と炎症」を講義

　

６
月
10
日
（
金
）
大
阪
大
学
・
免

疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
―

前
拠
点
長
・
審
良
静
雄
先
生
を
お
迎

え
し
、
第
３
学
年
口
腔
生
化
学
II

の
授
業
と
し
て
「
自
然
免
疫
と
炎

症
」
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

審
良
先
生
は
、
自
然
免
疫
学
の
先
駆

者
で
あ
り
、
論
文
の
被
引
用
数
は

27
万
５
２
０
２
と
世
界
第
１
位
で
あ

り
、
ま
さ
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
研

究
者
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
免
疫
の
役
割
、
免
疫

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
つ
づ
い
て
自

然
免
疫
と
は
何
か
？
に
つ
い
て
、
自

然
免
疫
の
重
要
性
を
お
話
し
さ
れ

た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
自

然
免
疫
は
進
化
の
過
程
で
下
等
生
物

か
ら
高
等
生
物
が
持
ち
、
一
方
、
獲

得
免
疫
は
高
等
生
物
の
み
が
も
つ
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
外
来
異
物
が
我
々

の
体
内
に
侵
入
し
た
際
、
獲
得
免
疫

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
数
日
を
要

す
る
。

　

一
方
、
自
然
免
疫
は
、
直
ち
に
外

来
異
物
を
貪
食
し
、
異
物
を
や
っ
つ

け
る
た
め
、
獲
得
免
疫
が
成
立
す
る

ま
で
の
一
時
し
の
ぎ
と
従
来
か
ら
考

え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
獲
得
免

疫
に
対
し
、
自
然
免
疫
は
下
等
な
免

疫
シ
ス
テ
ム
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
獲
得
免
疫
が
成
立
す
る

た
め
に
は
、
樹
状
細
胞
の
よ
う
な
自

然
免
疫
の
担
当
細
胞
が
、
異
物
を
貪

食
・
分
解
し
、
主
要
組
織
適
合
抗
原

の
上
に
分
解
し
た
異
物
由
来
の
ペ
プ

チ
ド
を
の
せ
、
Ｔ
細
胞
に
提
示
す
る

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
抗
原
提
示

細
胞
と
Ｔ
細
胞
の
や
り
と
り
に
補
助

因
子
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
発
現

に
自
然
免
疫
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
シ
グ

ナ
ル
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
、近
年
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
獲

得
免
疫
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、

自
然
免
疫
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
お

話
し
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
従
来
、
樹
状
細
胞
や
マ

講義をする審良先生

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
非
特
異
的
に
異
物

を
貪
食
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、

実
は
異
物
の
成
分
や
構
造
に
応
じ
た

多
様
な
受
容
体
を
こ
れ
ら
の
細
胞
は

持
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
物
に

対
し
、
特
異
的
な
認
識
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
、講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

学
生
と
の
質
疑
で
は
、
免
疫
学
を

志
し
た
動
機
や
学
生
時
代
に
免
疫
学

に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
が
、
世
界
の

免
疫
学
を
牽
引
す
る
研
究
を
す
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
事
な
ど
を
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。

　

学
生
に
加
え
て
、
多
く
の
大
学
院

生
、
教
官
も
参
加
し
、
聴
講
者
に
大

き
な
刺
激
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
講

義
で
あ
っ
た
。

（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所　

教
授　

小
林
泰
浩
）

衛
生
学
院
生
13
人
が
農
業
体
験

笑
顔
で
作
業
を
終
え
秋
の
収
穫
に
期
待
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創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
! 

福
島
の
桃
が
食
べ
頃
で
す

内
閣
官
房
参
与
　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
常
務
理
事
　

特
命
教
授
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

 

今
月
号
は『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』７
月
１
日
号「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯
島 

勲
」

よ
り
、
岸
田
文
雄
首
相
の
首
脳
外
交
の
成
果
と
、
そ
の
裏
に
あ
る
“
お

も
て
な
し
”
の
極
意
に
関
す
る
記
事
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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【
会
議
事
項
】

１
．
２
０
２
１
（
令
和
3
）
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て

２
．
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
決

算
に
つ
い
て

３
．
寄
附
金
品
の
受
納
に
つ
い
て

４
．
学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
寄
附

　
　

行
為
第
23
条
に
基
づ
く
評
議
委

　
　

員
の
選
任
に
つ
い
て

５
．
学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
諸
規

程
の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て

【
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
概
要
】

〈
Ⅰ
．
教
育
・
研
究
〉

１
．
歯
学
部

　

①
歯
学
部
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上

　

・
進
級
判
定
、
卒
業
判
定
と
も
に

判
定
基
準
を
明
確
に
し
、
客
観

性
の
あ
る
厳
格
な
成
績
判
定
を

実
施
し
た
。

　
・
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
前
期
・

後
期
の
２
回
実
施
し
、
授
業
に

対
す
る
学
生
の
理
解
度
や
満

足
度
等
を
調
査
し
た
。
結
果
は

学
内
会
議
で
報
告
し
、
職
員
・

学
生
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
公

表
。
科
目
担
当
者
に
は
改
善
計

画
書
の
提
出
を
求
め
、
学
生
イ

ン
ト
ラ
に
掲
示
し
た
。

　

・ 

学
生
生
活
満
足
度
調
査
を
年

１
回
実
施
し
、
学
生
生
活
の
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、

大
学
環
境
の
改
善
等
に
向
け
た

基
礎
資
料
と
し
た
。

　
・
研
究
入
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

第
２
学
年
に
「
歯
科
医
学
研
究

Ａ
」、
第
３
学
年
に
「
歯
科
医
学

研
究
Ｂ
」
を
開
設
し
、
未
来
の

歯
科
医
療
を
拓
く
リ
サ
ー
チ
マ

イ
ン
ド
の
養
成
を
行
っ
た
。

　

・
各
学
年
に
学
年
主
任
と
補
佐
を

４
～
６
人
程
配
置
し
、
学
生
の

修
学
状
況
の
把
握
や
、
学
修
お

よ
び
学
生
生
活
の
相
談
に
応
じ

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。ま
た
、

科
目
・
授
業
担
当
者
に
は
オ
フ

ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
定
を
義
務

づ
け
、
授
業
等
の
質
問
に
個
別

に
対
応
し
た
。

　

・
自
発
的
学
習
を
促
す
自
己
研
鑽

可
能
な
教
育
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

学
生
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
授
業

資
料
や
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
テ
ス
ト

の
問
題
・
正
答
を
掲
載
し
た
。

　

・
学
生
の
自
主
学
修
体
制
の
支
援

と
し
て
、
第
６
学
年
生
の
卒
業

準
備
委
員
会
の
ほ
か
、
第
４
・

５
学
年
生
の
学
年
委
員
会
の

設
置
を
認
め
、
感
染
予
防
を
徹

底
し
た
う
え
で
自
習
室
を
貸

し
出
す
等
学
生
の
自
主
的
な

学
修
活
動
を
支
援
し
た
。

　

・
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
４
回
開
催
し
、

教
員
の
教
育
力
の
強
化
に
努

め
た
。

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
第
１
学
年
は
始
業
時
期
を

１
か
月
弱
遅
ら
せ
授
業
を
開

始
し
た
。

　

・
入
国
で
き
な
い
留
学
生
に
対
し

て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
提

供
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ど
お
り

の
授
業
運
営
を
行
っ
た
。ま
た
、

定
期
試
験
・
進
級
試
験
に
お
い

て
は
、
同
日
に
現
地
（
台
湾
・

韓
国
）
で
実
施
し
た
。

　

②
退
学
者
、
除
籍
者
の
低
減

　

・
退
学
者
の
減
少
、
友
人
づ
く
り

の
支
援
を
目
的
と
し
た
初
年
次

教
育
と
し
て
、
例
年
４
日
間
程

度
実
施
し
て
い
る
新
入
生
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
２

日
間
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

・
学
生
相
談
室
に
非
常
勤
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
月
２
～
３

回
、
１
回
あ
た
り
２
時
間
、
年

間
30
回
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
昨
年
の
２
倍
以
上
の

件
数
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
心

理
的
問
題
に
対
応
し
た
。

　

・
学
業
成
績
が
良
好
で
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生

に
対
し
、
日
本
学
生
支
援
機
構

の
奨
学
金
制
度
や
大
学
独
自
の

奨
学
金
制
度
に
よ
り
、
経
済
的

支
援
を
行
っ
た
。

　

③
標
準
修
業
年
限
内
で
の
卒
業
率

の
向
上

　

・
初
年
次
教
育
で
は
双
方
向
的
、

協
働
的
な
授
業
（「
入
門
歯
科

医
学
」
等
）
を
通
じ
、
能
動
的

で
自
律
（
自
立
）
的
な
学
修
へ

の
転
換
を
目
指
し
た
。

　

・
学
生
・
保
護
者
に
対
し
面
談
を

実
施
し
、
学
生
生
活
や
学
習
方

法
に
関
す
る
助
言
を
行
っ
た
。

　

④
第
１
１
５
回
歯
科
医
師
国
家
試

験
の
現
役
学
生
（
新
卒
）
の
合

格
者
は
75
人
、
合
格
率
90
・
４

％
を
達
成
し
た
。

２
．
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
・
総

　

合
歯
科
医
学
研
究
所

　

①
大
学
院
の
入
学
定
員
充
足
率
向
上

　

・
大
学
院
学
生
募
集
要
項
と
願
書

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
、決
算
等
を
承
認

等
の
出
願
書
類
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

を
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
必
要
な
書
類
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
と
し
、
資
料
請
求

の
効
率
化
を
図
っ
た
。

　

・
歯
学
部
第
６
年
生
と
臨
床
研
修

歯
科
医
に
対
し
、
６
月
に
大
学

院
説
明
会
を
実
施
し
た
。

　

・
一
般
選
抜
の
ほ
か
、
社
会
人
特

別
選
抜
、
外
国
人
留
学
生
特
別

選
抜
、
秋
期
選
抜
試
験
を
実
施

し
た
。

　

・
入
学
者
は
２
０
２
１
年
度
秋
期

選
抜
が
３
人
、
２
０
２
２
年
度

春
期
入
学
が
16
人
（
２
年
編
入

1
人
、留
学
生
８
人
）で
あ
っ
た
。

　

②
大
学
院
教
育
の
実
質
化

　

・
授
業
に
出
席
で
き
な
い
遠
方
に

住
む
社
会
人
学
生
に
対
応
す
る

た
め
、
授
業
を
収
録
し
た
映
像

を
ネ
ッ
ト
上
で
視
聴
で
き
る

よ
う
に
し
、
メ
ー
ル
等
で
個
別

指
導
を
行
い
大
学
院
教
育
の
実

質
化
を
図
っ
た
。

　

・
第
１
学
年
導
入
科
目
の
医
療
・

科
学
倫
理
学
概
論
で
は
、
３
コ

マ
「English for science 

　

学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
の
第
２
０
２
回
理
事
会
お
よ
び
第
１
４
４
回
評
議
員
会
が

５
月
26
日
（
木
）、
本
部
館
３
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
ほ
か

各
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

理事会報告

各議案を審議する理事および評議員

令和 3 年度資金収支計算書および令和 4 年度予算書
（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）� （令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日）

（単位　　円）

　収　入　の　部
科　　　　　目 令和 3年度決算 令和 4年度予算

学生生徒等納付金収入 2,342,040,967 2,206,740,000
手数料収入 17,553,880 18,100,000
寄付金収入 16,911,650 43,100,000
補助金収入 337,566,897 248,000,000
資産売却収入 22,320,000 0
付随事業・収益事業収入 1,763,448,921 1,665,000,000
受取利息・配当金収入 189,326,715 188,000,000
雑収入 157,176,758 79,300,000
借入金等収入 0 0
前受金収入 212,475,672 300,000,000
その他の収入 1,272,878,004 1,231,700,000
資金収入調整勘定 △ 577,082,235 △ 501,500,000
前年度繰越支払資金 602,960,618 617,000,000

収入の部合計 6,357,577,847 6,095,440,000

　支　出　の　部
科　　　　　目 令和 3年度決算 令和 4年度予算

人件費支出 2,419,014,059 2,303,000,000
教育研究経費支出 1,417,960,810 1,386,800,000
管理経費支出 736,457,533 759,500,000
借入金等利息支出 0 54,000,000
借入金等返済支出 0 0
施設関係支出 379,403,781 110,500,000
設備関係支出 176,049,094 363,700,000
資産運用支出 769 0
その他の支出 1,320,132,648 1,345,700,000

　〔予備費〕 0 0
資金支出調整勘定 △ 707,539,612 △ 359,000,000
翌年度繰越支払資金 616,098,765 131,240,000

支出の部合計 6,357,577,847 6,095,440,000

 貸　　借　　対　　照　　表
令和 4年 3月 31日

（単位　　円）

　資　産　の　部
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　固定資産 16,517,876,221 16,793,955,258
有形固定資産 12,868,495,231 13,120,261,027

土　地 3,908,075,598 3,936,073,628
建　物 6,952,370,843 7,443,926,729
その他の有形固定資産 2,008,048,790 1,740,260,670

特定資産 105,667,861 105,666,808
その他の固定資産 3,543,713,129 3,568,027,423

有価証券 3,389,145,200 3,389,145,200
長期貸付金他 154,567,929 178,882,223

　流動資産 970,371,727 951,312,758
現金預金 616,098,765 602,960,618
その他の流動資産 354,272,962 348,352,140
資産の部合計 17,488,247,948 17,745,268,016

　負　債　の　部
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　固定負債 1,256,353,360 964,089,411
　流動負債 789,996,915 840,135,295

負債の部合計 2,046,350,275 1,804,224,706

　純　資　産　の　部 
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　基本金 40,845,323,979 40,770,004,191
　繰越収支差額 △ 25,403,426,306 △ 24,828,960,881

純資産の部合計 15,441,897,673 15,941,043,310
負債及び純資産の部合計 17,488,247,948 17,745,268,016

& research

」、「Reading a 
scientific article

」
の
英
語
講

義
を
設
定
し
、
英
語
論
文
活
用

や
英
語
発
表
の
た
め
の
ス
キ

ル
養
成
に
努
め
た
。

　

・
国
内
外
の
研
究
者
を
招
き
大
学

院
セ
ミ
ナ
ー
を
１
回
開
催
し
、

大
学
院
生
の
能
力
向
上
と
教
員

の
研
究
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

　

・
学
位
論
文
の
審
査
は
、
客
観
的

で
公
平
性
の
あ
る
審
査
を
実
施

し
、
厳
格
な
判
定
を
行
っ
た
。

　

③
標
準
修
業
年
限
で
の
学
位
授
与

の
促
進

　

・
大
学
院
生
の
指
導
は
、
複
数
教

員
指
導
体
制
と
し
、
主
指
導
教

員
は
学
位
論
文
の
作
成
着
手
か

ら
完
成
に
至
る
ま
で
の
研
究
指

導
の
主
体
的
任
務
を
果
た
し
た
。

　

④
大
学
教
員
、
研
究
者
の
養
成

　

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
大
学
院
学
生
１
人
を

採
用
し
、
教
育
・
研
究
指
導
者

と
な
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
機
会
を
提
供
し
、
経
済
的
な

支
援
を
行
っ
た
。

　

・
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
つ

い
て
、
４
人
を
採
用
し
た
。

　

⑤
世
界
水
準
の
研
究
活
動
の
推
進

　

・
国
際
学
会
誌
に
研
究
成
果
を

積
極
的
に
投
稿
し
、M

ucosal 
Im

m
unology

及
びEM

BO 
reports

に
１
報
づ
つ
掲
載
さ

れ
た
。

　

⑥
学
位
授
与
状
況

　

・
標
準
修
業
年
限
で
の
学
位
取
得

者
10
人
、
論
文
提
出
に
よ
る
学

位
取
得
者
２
人

３
．
松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院

　

①
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
実

践
的
な
歯
科
衛
生
士
の
育
成

　

・
演
習
時
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

実
習
で
の
班
行
動
を
通
じ
協
調

性
を
培
っ
た
。

　

・
第
１
学
年
よ
り
医
療
従
事
者
の

心
構
え
な
ど
を
学
び
、戴
帽
式
、

登
院
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
医
療
人
と
し
て
の

自
覚
、
責
任
を
認
識
さ
せ
た
。

　

②
優
秀
な
入
学
者
の
確
保

　

・
指
定
校
を
、
新
た
に
１
校
追
加

し
、
推
薦
員
数
を
増
や
し
た
。

　

・
高
校
を
会
場
に
行
わ
れ
る
進
学

相
談
会
に
５
回
参
加
し
、
相
談

数
は
合
計
24
人
で
あ
っ
た
。

　

・
一
日
体
験
入
学
を
７
月
と
９
月

に
開
催
し
約
40
人
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
で
き
な

か
っ
た
者
に
は
個
別
の
学
校
見

学
で
対
応
し
た
。

　

③
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
に
は
卒

業
生
25
人
が
受
験
し
、
全
員
が

合
格
し
た
。

〈
Ⅱ
．
病
院
・
診
療
〉

１
．
病
院

⑴
歯
科
部
門

　

①
専
門
医
取
得
者
は
微
増
だ
が
、

専
門
医
の
重
要
性
が
若
手
医

局
員
に
周
知
さ
れ
た
。

　

②
整
形
外
科
科
長
と
歯
科
放
射
線

科
長
が
共
同
で
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
写
真

に
よ
る
骨
粗
鬆
症
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
取
組
み
に
つ
い
て

院
内
に
周
知
し
た
。

　

③
５
月
に
自
費
料
金
の
適
正
化
を

目
標
に
全
面
改
定
を
行
っ
た
。

　

④
９
月
か
ら
毎
月
１
回
、
外
部
か

ら
指
導
者
を
招
い
て
歯
科
医

師
全
員
を
対
象
と
し
た
カ
ル

テ
の
記
載
方
法
に
関
す
る
指

導
を
実
施
し
た
。

⑵
医
科
部
門

　

①
眼
科
閉
鎖
に
よ
り
患
者
数
は
減

少
し
た
が
、
全
体
と
し
て
の
収

益
は
改
善
し
た
。
ま
た
、
整
形

外
科
患
者
は
増
加
し
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
収
益
も

増
加
し
た
。

　

②
二
條
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

し
て
開
設
以
降
改
善
さ
れ
た

実
績
が
維
持
さ
れ
た
。

⑶
共
通
部
門

　

①
歯
科
・
医
科
連
携
と
し
て
「
味

覚
専
門
外
来
」
を
耳
鼻
い
ん
こ

う
科
と
歯
科
が
協
力
し
検
査

を
開
始
す
る
事
が
で
き
た
。

　

②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
い
、
社
会
貢
献
及
び
収
益
増

加
に
つ
な
げ
る
事
が
で
き
、
住

民
接
種
、
職
域
接
種
等
企
業
の

職
域
接
種
に
協
力
し
た
。

２
．
診
療

　

・
病
院
全
体
の
患
者
数
は
前
年
度

比
７
・
５
％
増
、
診
療
実
績
は

前
年
度
比
７・０
％
増
と
な
っ
た
。

〈
Ⅲ
．
管
理
・
運
営
〉

⑴
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

　

・
施
設
・
設
備
の
維
持
に
つ
い
て

安
全
面
に
配
慮
し
て
必
要
な
も

の
か
ら
工
事
・
修
繕
を
行
っ
た
。

　

・
節
電
対
策
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
順
次
更
新
し
経
費
削
減

を
図
っ
た
。

⑵
図
書
館

　

・
各
種
推
薦
図
書
紹
介
の
更
新
頻

度
を
上
げ
、
利
用
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑶
組
織
・
人
事

　

・
９
月
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
の

野
田
先
生
を
招
き
、
Ｓ
Ｄ
を
実

施
し
た
。

⑷
経
常
的
経
費
の
見
直
し

　

・
提
出
さ
れ
た
予
算
は
、
重
要
性

や
緊
急
性
を
聴
取
し
必
要
性
の

あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
予
算
執

行
で
き
た
。

⑸
学
生
募
集
・
広
報
活
動

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｗ
e
ｂ
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
掲
載
し
オ
ン

ラ
イ
ン
個
別
相
談
を
実
施
し
た
。



第
37
回
日
本
歯
科
産
業
学
会

総
会・学
術
講
演
会
の
ご
案
内
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第 79回日本歯科理工学会に参加して

3 年ぶりの現地開催
対面の質疑応答に感慨無量

　

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
歯
科
大

学
協
会
の
２
０
２
２
年
度
第
１
回
事

務
局
長
会
議
は
、
本
学
が
当
番
校
と

な
り
、
５
月
14
日
（
土
）
に
創
立
30

年
記
念
棟
「
常
念
岳
」
の
間
で
開
催

さ
れ
た
。

　

会
議
に
は
同
協
会
に
加
盟
す
る
全

国
私
立
歯
科
大
学
か
ら
事
務
局
長
・

事
務
部
長
ら
13
人
が
出
席
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
例
年
よ
り
若
干
少

な
い
人
数
で
の
開
催
で
は
あ
っ
た

が
、
各
大
学
の
２
０
２
２
年
度
入
試

の
結
果
や
今
後
の
活
動
計
画
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

会
議
終
了
後
、
出
席
者
一
同
は
バ

ス
で
松
本
市
へ
移
動
。
国
宝
松
本
城

　

理
工
学
講
座
・
黒
岩
昭
弘
教
授
が

大
会
長
と
な
り
「
日
本
歯
科
産
業
学

会
第
37
回
総
会
・
学
術
講
演
会
」
が

７
月
30
日
（
土
）、
31
日
（
日
）
の

両
日
、
本
学
図
書
会
館
学
生
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。
日
本
歯
科
理
工
学

会
中
部
地
方
会
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
開

催
と
な
り
、
準
備
委
員
長
は
同
講
座

の
洞
沢
功
子
准
教
授
が
務
め
る
。「
こ

れ
か
ら
の
歯
科
医
療
最
前
線
」
を
テ

ー
マ
に
、
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
一

般
講
演
、
教
育
講
演
、
特
別
講
演
な

ど
を
実
施
。
本
学
か
ら
は
、
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
生
化
学
講
座
の
宇
田

川
信
之
教
授
（
歯
学
部
長
）
が
登
壇

し
、
教
育
講
演
で
は
口
腔
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
科
の
矢
島
安
朝
特
任
教
授
（
病

院
長
）
が
講
演
す
る
。

私
立
歯
科
大
学
協
会
事
務
局
長
会
議
を
本
学
で
開
催

翌
日
は
法
被
姿
で
諏
訪
大
社
御
柱
祭
を
堪
能

　

第
79
回
日
本
歯
科
理
工
学
会
が
５

月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
の
両
日
、

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
口
頭
発
表
は
研
究
奨

励
賞
へ
の
応
募
を
含
め
21
題
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
が
51
題
、
名
古
屋
大
学
の

大
槻
主
税
先
生
を
お
迎
え
し
た
特
別

講
演
、
ま
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
現

状
を
特
集
し
た
学
会
主
導
型
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

　

日
本
歯
科
理
工
学
会
と
し
て
は
、

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
の
秋
に

長
崎
大
学
で
渡
邊
郁
哉
先
生
が
ご
担

当
さ
れ
た
第
74
回
学
術
講
演
会
以
来

の
現
地
開
催
で
あ
り
、
参
加
さ
れ
た

方
々
も
何
と
も
言
え
ぬ
新
鮮
さ
を
感

じ
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
禍

で
様
々
な
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
き
た

中
で
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う

に
開
催
さ
れ
て
い
た
学
術
講
演
会
の

あ
り
が
た
み
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

２
０
２
０
か
ら
２
０
２
１
年
度n

の
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
鶴
見
大

学
・
早
川 

徹
先
生
が
、
就
任
後
初

め
て
モ
ニ
タ
ー
を
介
さ
ず
に
挨
拶
を

述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
２
年
間
の
誌
上

　

５
月
27
日
（
金
）、
東
京
医
科
歯

科
大
学
シ
ス
テ
ム
発
生
・
再
生
医
学

分
野
教
授 

浅
原
弘
嗣
先
生
を
お
迎

え
し
、
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
（
ラ
ン
チ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
）
を
開
催
し
た
。

　

浅
原
先
生
は
、
岡
山
大
学
医
学
部

を
卒
業
後
、
整
形
外
科
医
と
し
て
活

躍
し
な
が
ら
、
基
礎
医
学
研
究
者
と

し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ソ
ー
ク
研

究
所
、
ス
ク
リ
プ
ス
研
究
所
に
お
い

て
大
き
な
業
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ

た
。
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究

所
部
長
を
経
て
、
現
在
は
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
と
ス
ク
リ
プ
ス
研
究
所

に
お
い
て
世
界
的
な
研
究
チ
ー
ム
を

牽
引
し
て
い
る
。

　

浅
原
先
生
は
、
い
ち
早
く
「
腱
・

靭
帯
」
組
織
が
我
々
の
身
体
の
中

で
「
最
強
の
メ
カ
ノ
セ
ン
サ
ー
」
と

し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し

た
。こ
の
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
が
、

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
「
ス

ポ
ー
ツ
の
才
能
と
遺
伝
子
」
に
帰
着

し
て
い
る
。

　

日
本
が
高
齢
社
会
に
突
入
す
る
に

あ
た
り
、
加
齢
と
と
も
に
激
増
す
る

骨
粗
鬆
症
、
変
形
性
関
節
症
、
サ
ル

コ
ぺ
ニ
ア
（
筋
肉
量
の
減
少
）
な
ど

の
運
動
器
疾
患
は
、“
寝
た
き
り
”

な
ど
に
よ
る
日
常
生
活
の
低
下
と
２

次
的
な
疾
病
の
原
因
と
な
り
、
社
会

的
な
損
失
も
甚
大
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ヒ
ト
の
運

動
能
力
・
ア
ス
リ
ー
ト
能
力
は
、
時

代
と
国
境
を
越
え
て
多
く
の
心
を
引

魅
了
し
、
そ
の
記
録
は
人
類
の
文
化

的
財
産
と
し
て
共
有
さ
れ
る
。

　

生
物
を
し
て
、“
動
”
物
た
ら
し

め
る
運
動
器
に
お
い
て
は
、
外
界
か

ら
摂
取
さ
れ
た
Ａ
Ｔ
Ｐ
エ
ネ
ル
ギ
ー

が“
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
”と
し
て“
発

現
・
伝
達
”
さ
れ
、
さ
ら
に
、
次
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
た
め
に
効

率
的
に
“
動
く
”
と
い
う
、
動
物
生

命
活
動
の
中
心
的
な
意
義
を
果
た
す
。

　

適
度
な
運
動
活
動
は
、
生
体
に
メ

カ
ノ
刺
激
を
及
ぼ
し
、
運
動
器
組
織

の
恒
常
性
、
す
な
わ
ち
健
康
を
維
持

し
、
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
浅
原
先

生
は
、
こ
の
メ
カ
ノ
刺
激
を
感
知
す

る
メ
カ
ノ
レ
セ
プ
タ
ー
の
解
析
に
よ

っ
て
、
ヒ
ト
や
マ
ウ
ス
の
個
体
運
動

能
力
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

浅
原
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭

に
は
、
浅
原
研
究
室
の
歯
学
分
野
で

の
話
題
提
供
と
し
て
矢
ヶ
﨑
理
紗

先
生
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院

医
歯
学
総
合
研
究
科
歯
周
病
学
大

学
院
生
）
に
よ
る
英
語
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
腱
・

靭
帯
の
再
生
の
要
と
な
る
遺
伝
子

M
ohawk

（M
kx

）
の
歯
根
膜
に

お
け
る
役
割
に
つ
い
て
、M

kx

遺

伝
子
欠
損
マ
ウ
ス
を
用
い
た
歯
周
病

モ
デ
ル
に
よ
る
大
変
興
味
深
い
研
究

成
果
で
あ
っ
た
。

　

講
演
後
に
は
様
々
な
討
論
が
活
発

に
行
わ
れ
た
が
、「
腱
・
靭
帯
・
筋
肉
・

軟
骨
・
骨
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
解

明
す
る
研
究
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
た
い
。（

生
化
学
講
座　

教
授　

宇
田
川
信
之
）

開
催
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
、
２
０
２
０
年

に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
国
際
歯
科
材

料
会
議
（
台
湾
）
の
延
期
な
ど
、
無

念
の
思
い
の
一
端
を
吐
露
さ
れ
た
。

同
時
に
第
79
回
大
会
を
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
た
岩
手
医
科
大
学
・
武
本
真
治

先
生
に
対
す
る
感
謝
と
労
い
の
言
葉

が
あ
り
、感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

毎
回
学
術
講
演
会
に
て
併
催
さ
れ

る
日
本
歯
科
理
工
学
会
の
総
会
も
ま

た
、
早
川
先
生
が
理
事
長
就
任
後
初

め
て
対
面
で
行
わ
れ
た
。
松
本
歯
科

大
学
・
黒
岩
昭
弘
先
生
は
７
人
の
常

任
理
事
の
先
生
方
と
共
に
初
め
て
登

壇
し
、
総
会
で
の
審
議
事
項
に
対
応

し
た
。

　

静
ま
り
返
っ
た
会
場
内
で
の
口
頭

発
表
は
直
に
発
表
者
の
肉
声
だ
け
が

場
内
に
響
き
、
質
疑
応
答
で
も
熱
の

こ
も
っ
た
迫
力
あ
る
や
り
取
り
が
堪

能
で
き
た
。
ポ
ス
タ
ー
会
場
で
は
演

者
と
マ
ス
ク
越
し
で
は
あ
る
が
至
近

距
離
で
言
葉
を
交
わ
し
、
名
刺
交
換

や
歓
談
と
い
っ
た
懐
か
し
い
風
景
が

戻
っ
て
き
た
。
懇
親
会
も
幾
多
の
制

限
は
あ
っ
た
が
、
実
施
さ
れ
た
こ
と

が
プ
レ
シ
ャ
ス
で
あ
っ
た
。

（
理
工
学
講
座
客
員
教
授
、
朝
日
大

学
歯
学
部
歯
科
理
工
学
講
座
教
授　
玉
置
幸
道
）

左から矢ヶ﨑理事長、浅原先生、矢ヶ﨑理紗先生、筆者

登壇した黒岩教授（中央）写真提供：日比野靖客員教授

5
日
㈫

　

Ⅱ
期
試
験
（
第
６
学
年
）

10
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

20
日
㈬
～
29
日
㈮

　

定
期
試
験
（
第
４
学
年
）

23
日
㈯

　

一
日
体
験
入
学
（
衛
生
学
院
）

23
日
㈯

　

留
学
生
選
抜
A

　

編
入
学
選
抜
A

24
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

27
日
㈬

　

大
学
院
発
表
会

31
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

〔
契
約
満
了
〕�

５
月
31
日
付

　

黒
岩　

寧
々 �

（
研
修
歯
科
医
）

〔
採
用
〕�

６
月
１
日
付

　

齊
藤　
　

恵�

（
事
務
局
庶
務
課
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

〔
配
置
換
・
兼
務
〕�

６
月
１
日
付

　

堀
内　

規
子�

（
法
人
（
総
務
）
課
長
補
佐　
　
　
　
　
　

事
務
局
衛
生
学
院
事
務
室
課
長
補
佐
兼
務
）

大学院セミナー
東
京
医
科
歯
科
大
学 

浅
原
弘
嗣
先
生
が
講
演

「
ス
ポ
ー
ツ
の
才
能
と
遺
伝
子
」

講演する浅原先生

事務局長会議に参加した皆さん

と
国
宝
旧
開
智
学
校
を
見
学
し
、
宿

泊
先
の
美
ヶ
原
温
泉
ホ
テ
ル
翔
峰
で

懇
親
会
を
開
い
て
親
睦
を
深
め
た
。

　

翌
15
日
（
日
）
は
、
法は

っ
ぴ被
を
ま
と

い
１
２
０
０
年
以
上
も
連
綿
と
受
け

継
が
れ
、
７
年
目
ご
と
の
寅
と
申
の

年
に
行
わ
れ
る
、
天
下
の
大
祭
「
諏

訪
大
社
御
柱
祭
」
の
下
社
里
曳
き
２

日
目
を
見
学
し
た
。
御
柱
が
木
遣
り

と
氏
子
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
春
宮

に
向
け
て
ゆ
っ
く
り
下
る
様
子
な

ど
、
勇
壮
で
華
や
か
な
祭
り
の
雰
囲

気
を
楽
し
ん
だ
。

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

一 日 体 験 入 学
① 7月10日㈰    ② 7月24日㈰

③ 7月31日㈰　　 ④ 8月 7日㈰

⑤ 8月21日㈰
※7・8月開催分のみ掲載

開催時間 9：30 ～ 15：00（受付 9：00 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明　●進学相談　など

※参加希望の方は、本学ホームページ
　または下記までご連絡ください。

■お問い合わせ■

中
国
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン『
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
』

感
染
対
策
を
徹
底
し
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
再
開

　

中
国
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ス
タ
ー
ダ

ス
ト
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
の
た

め
中
止
し
て
い
た
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
を
、
６
月
７
日
（
火
）
よ
り
再
開

し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
入
口

で
手
指
消
毒
と
検
温
を
し
、
エ
ア
ー

で
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
膨
ら
ま
せ
て
装

着
で
き
る
自
動
手
袋
装
着
マ
シ
ー
ン

も
設
置
。
感
染
予
防
の
工
夫
で
、
安

心
し
て
食
事
が
楽
し
め
る
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
キ
ン
グ
は
ラ
ン
チ
限
定
で
、

毎
日
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
り
、
人
気
の

「
エ
ビ
マ
ヨ
」、「
豚
の
角
煮
」
や
「
ご

ま
団
子
」「
タ
ピ
オ
カ
」な
ど
全
14
品
。

学
生
に
は
８
０
０
円
、
教
職

員
・
一
般
に
は
１
５
０
０
円

で
提
供
し
、
営
業
時
間
は
11

時
30
分
～
13
時
30
分
。

　

4
年
生
の
井
上
朔
也
君
は

「
約
２
年
ぶ
り
の
バ
イ
キ
ン

グ
の
再
開
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
学
生
に
は
と
て
も
リ
ー

手袋をしてバイキングを楽しむ学生

エアー式手袋自動装着装置

ズ
ナ
ブ
ル
な
の
で
、
お
お
い
に
利
用

し
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

ホ
ー
ル
担
当
の
原
田
由
香
さ
ん
は
、

「
安
心
し
て
食
事
し
て
も
ら
え
る
こ
と

を
最
優
先
に
考
え
感
染
対
策
を
し
て

い
る
の
で
、
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」

と
来
店
を
呼
び
か
け
て
い
る
。


